
平成２８年８月から９月にかけての
大雨等災害に関する自衛隊の取組

【第４回大雨災害検証委員会発表資料】
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村

宗谷
総合振興局

上川総合
振興局

ｵﾎｰﾂｸ
総合振興局

留萌
振興局

石狩
振興局

後志
総合振興局

檜山
振興局

胆振
総合振興局

根室
振興局

十勝
総合振興局

釧路総合
振興局

空知
振興局

渡島
総合振興局

【派遣活動】

○ 救助：約１６０人

○ 給水：約１，８５０ｔ

○ 給食：約３９０食

○ 入浴：約３，４７０人

○ 輸送：食料約５００食

○ 啓開：６ヶ所

○ 回復：１ヶ所

○ 捜索：１１日

【派遣部隊】

○ 人 員：１，７０５名

○ 車 両：７９０両

○ 航空機：１９機

台風１０号支援実績(延数)

日高
総合振興局

【活動内容】

給水支援、給食支援

輸送支援、施設啓開

【派遣部隊】

第４特科群

南富良野町(8/31～9/6)

【活動内容】

給水支援

【派遣部隊】

第４特科群

第３地対艦ﾐｻｲﾙ連隊

美瑛町(8/23～8/28)

【活動内容】

給水支援

【派遣部隊】

第３普通科連隊

第４高射特科群

第２後方支援連隊

士別市(8/20)

【活動内容】

給水支援

【派遣部隊】

第１０普通科連隊

赤平市(8/26～8/27)

【活動内容】

給水支援、入浴支援

【派遣部隊】

第５戦車大隊

第５後方支援連隊

新得町(8/31～9/18)

【活動内容】

給水支援、行方不明者捜索

輸送支援

【派遣部隊】

第５戦車大隊

清水町(8/31～9/17)

【活動内容】

給水支援、行方不明者捜索

【派遣部隊】

第４普通科連隊

第５飛行隊

大樹町(8/31～9/2)

【活動内容】

給水支援

【派遣部隊】

第３地対艦ﾐｻｲﾙ連隊

占冠村(8/31)

【参 考】

【派遣活動】

○ 給水：約５４６ｔ

【派遣部隊】

○ 人 員：４２６名

○ 車 両：９０両

○ 航空機：２機

台風９・１１号支援実績(延数)

【活動内容】

輸送支援(救出)

【派遣部隊】

第４普通科連隊

芽室町(8/31)

１
本災害に関する自衛隊の活動実績



本災害派遣活動における教訓及び反映事項

本検証委員会を通じて、実際の各種活動に関する教訓を関係機関と共有し、訓練等に反映していく
必要性を再認識。今後は、協定等に基づく防災訓練への積極的な支援を継続しつつ、平素からの地域
との連携の強化に資する各種施策を推進

各種活動の教訓（自衛隊関連） 訓練、施策等への反映事項

防災訓練への
積極的な支援

各種施策への
反映

指揮所を活用した指揮機関の訓練
の充実（期間、規模等）【別紙１】

各種手段を活用した情報伝達及び
共有要領の訓練の充実 【別紙２】

初動時のヘリ等の各種アセットに
関する調整の訓練の充実【別紙３】

情報通信ネットワークに係る事業
の推進（地図、通信システム等）

【別紙２】

危機管理ノウハウに関する普及・
教育（教育機関への防災教育等）

【別紙４】

自衛隊ＯＢの活用（防災・危機対
策関連ポストへの再就職等）

【別紙４】

研究会（ＡＡＲ）の実施による関
係機関の認識共有 【別紙１】

関係機関との情報共有、連携等の
強化が必要

ＬＯの派遣、映像伝送、各種シス
テム等の更なる活用が必要

ヘリ運用に関する現地及び対策本
部との情報共有・連携が必要

各機関が保有する地図、ネット
ワーク等の共有が必要

防災、危機管理に関するノウハウ、
手続き等の普及・教育が必要

自治体に対する防災等の知見を有
する人的支援が必要

訓練成果の普及、反映による活動
の実効性向上が必要

関係機関との
連携

訓練成果の普及

情報共有のため
の手段の活用

防災ノウハウ
の普及、支援

２

全 般



陸上自衛隊における指揮所を活用した指揮機関の訓練の概要
及びＡＡＲの実施について

教育訓練
の目的

陸上自衛隊の教育訓練は、隊員及び部隊等をして自衛隊の使命に基づき、その
任務を完全に遂行できるようにすることを目的とする。【教育訓練に関する訓令】

指揮所訓練
の概要

事態のシナリオに基づき様々な状況を付与して、指揮所において実施する指揮
幕僚活動における見積、計画作成、命令等を演練して、練度向上を図る。

訓練の統裁

状況付与（訓練システム） 指揮所の活動（訓練部隊）

各種状況の付与
（不測事態、状況の
推移等の模擬）

訓練全般の統制
（シナリオの統制、
状況付与の指示等）

状況推移の見積
計画作成、命令

統制・指示

訓
練
終
了
後
の
研
究
会
・
Ａ
Ａ
Ｒ
（※

）

じ
後
の
訓
練
へ
の
反
映
・
既
存
の
計
画
の
修
正

等

※ AAR： After  Action  Review

状況に応ずる
対応・処置

状況付与・現示

３
別紙第１

（関
係
機
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）



自衛隊ﾘｴｿﾞﾝ

道庁
指揮室

消 防開発局

気象台 警 察

北方総監部
・被害状況
・支援ニーズ

・部隊現況
・運用計画

指揮ｼｽﾃﾑ ｵｰﾌﾟﾝ端末部内回線 ヘリ映伝

部隊現況把握 関係機関の
現況把握

総監部との
連絡・調整

情報のリアル
タイム共有

総監部と自衛隊リエゾン間の情報共有を促進させる手段

【資料①】

部外回線を活用

住宅地図

道庁との
意思疎通

官邸

Ｂｙ西尾

Ｂｙ西尾

北海道庁

４
別紙第２

区 分 内 容

状況等
①速やかに自衛隊リエゾンを派遣し、道との情報共有のため陸上自衛隊システムを設置。これにより道庁との部隊運用や被災状況の共有が
促進された。

②ヘリ映伝の映像を官邸及び道庁等に配信し、現場の状況について中央及び道とリアルタイムに情報共有することができた。

教 訓
①道庁内における自衛隊専用通信回線の構成（陸上自衛隊システム等の迅速な設置のための事前設定）【北海道庁と調整】
②陸上自衛隊システム端末及びインターネット端末等、自衛隊リエゾン用装備品の見直し 【自衛隊処置】
③北海道全域における関係防災機関共通の地図の整備を要望 【道庁への要望】

【自衛隊リエゾン派遣実績】
期 間：8月17日（水）～9月18日（日）
派遣振興局等 ：最大５６箇所
派遣延数（人日）：約４３０人日

地域との連携

各種手段を活用した情報伝達及び共有

【本災害派遣活動における状況及び教訓事項】



５
別紙第３

道 警 総監部

振興局方面警察等 隊区担任部隊

市町村（住民）

⑤ヘリ派出
指示

ヘリ派出要
請を確認

認識の共有
を依頼

ヘリ派出の必要
性について振興
局の認識なし

方面警察と振興局
間でのヘリ派出に関
する認識の共有なし

警察 防災

消防 陸自

ヘリ割当

自治体道 警 自衛隊

道 庁

区 分 内 容

状況等
航空機の運用ニーズは、警察及び消防等の各情報系統により振興局を介することなく直接道庁に集約され、道庁の要請に応じ総監部が航空

機の派出を隊区担任部隊に指示するも、隊区担任部隊は、振興局からの要請がない（認識がない）中での航空機派出の必要性の理解に時間を
要したため、航空機の派出に関する調整に影響を及ぼした。

教 訓 ①自衛隊各部隊間の情報共有 ②道庁と振興局との情報共有 ③ 現地における自衛隊と関係自治体・関係防災機関との情報共有

ヘリ等運用調整班

④自衛隊の
ヘリ派出要請

③ヘリ派出
の調整

②ヘリ派出
の要請

①ヘリに関するニーズ
（行方不明者捜索のためのヘリ派出）

振興局側の
ニーズを把握
できずヘリ派
出調整に時
間を要した

初動時のヘリ等の各種アセットに関する調整

【本災害派遣活動における状況及び教訓事項】



北海道
（道庁・振興局等）

北海道隊友会連合会
（道庁非常勤職員として採用

させる退職自衛官）

北部方面総監部 ③

北部方面隊の災害派遣等に係るノウハウ、システム等の基盤を自治体に提供する
とともに、①防災訓練等の協力及び②退職自衛官の活用を図り、北海道の危機管理
能力向上に寄与
この際、北海道隊友会連合会等と相互に協力して、北海道と北部方面隊との更な

る連携強化を推進

①

【連携強化のイメージ】

全 般

②

危機管理ノウハウに関する普及教育及び自衛隊ＯＢの活用

６
別紙第４

【北海道と北部方面隊との連携強化の概要】

① 防災訓練等の協力
⇒ 災害派遣等に係るノウハウ、
システム等に係る基盤の提供
◇ UMCE等の活用による防災訓
練の統裁支援

◇ 道職員等に対する訓練研修
の受入れ等

② 退職自衛官の活用
⇒ 人的基盤（退職自衛官）の提供

◇ 自治体が計画する防災訓練

の企画支援等

◇ 事態発生時等における自治

体へのアドバイザー等

◇ 地域住民（特に小・中学生）を

対象とした防災講話等の実施に

よる地域防災能力の強化

③ 相互協力
⇒ ①防災訓練等の協力、②退職

自衛官の活用等に係る相互協力

◇ 地域住民（特に小・中学生）

を対象とした防災講話等の実施

による地域防災能力の強化


